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研究ノート

どうすれば深い豊かな学びが可能になるか
―子どもたちが学ぶ喜びを実感できる学びを求めて―

今泉 博

How Does Deep Rich Learning Become Possible?:
Seeking Learning that Allows Children to Experience the Pleasure of Learning

IMAIZUMI Hiroshi

要　　旨
　新学習指導要領が本格実施され、教育現場では、「主体的・対話的で深い学び」ということや「アクティ
ブラーニングの視点」などということが、強調されている。この間、いろいろな研究授業などを参観
する機会があったが、必ずしもうまくいっている状況ではない。いったいどうすれば、子どもたちが
興味を持って、生き生き学ぶ深い授業が可能になるのか。現場にいた頃の実際の授業をもとに、考え
てみたい。
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Ⅰ．はじめに
　小学校の低学年でも、なんのためにめに学ぶのか
という、本質的な問いを持っていることが少なくな
い。いま学んでいることが、楽しく面白く、夢中に
なれるようなものであれば、おそらくそのような問
いは生まれない。その証拠に、サッカーに熱中して
いるときなどには、自分はなんのためにサッカーを
しているのかという問いを、抱くことはないだろう。
　学習に対して本質的な問いを持っている子どもた
ちは、ひとたび学ぶ面白さと喜びを体験すれば、自
ら集中して学び出す。むしろ子どもたちは深い学び
に飢えていると言える。それにどう応えるかが教師
に問われている。

Ⅱ．未知のことを解き明かすのが
面白い

1．�未知1）と既知2）の関係を意識すること
で

　授業を考える上で、「未知」と「既知」という概念
は欠かせない。しかし不思議なことに、その重要性
はほとんど認識されていないと言っていい。「未知」
と「既知」を意識するかどうかで、授業観、授業実
践はまるでちがったものになる。『広辞苑第五版』（岩
波書店）によれば、「未知」とは、「まだ知らないこと。
まだ知られていないこと」と記されている。「既知」
とは、「すでに知っていること。すでに知られてい
ること」と定義づけられている。未知と既知は対極
にある概念である。学びは、未知の段階から既知の
段階へとたどり着くことで、一応成し遂げられる。
いま一応という言い方をしたのは、一つのことが解
き明かされてすべてが完結する訳ではないからであ
る。新たな疑問が湧いてくる場合も少なくないので
ある。その新たな未知を解き明かすことで学びは発
展してくいく。
　長い間、教えたいことを教えてきた教師にとって
は、「未知」を重視する発想は生まれにくいのかも
知れない。なぜなら、教えたいことをすぐ教えてし
まうということは、「未知」を直ちに「既知」にして
しまうことになるからである。あるいは、子どもた
ちに「未知」をまったく意識させることなく、最初

から教師が教え、「既知」にしてしまう。教えたい
ことを教えてしまうような授業は、どうしてもやり
方を覚えたり、その方法でくり返し練習・習熟し、
身につけるようにすることに流れざるを得ない。子
どもたちが想像したり推理しながら、さまざまな角
度から思考し、対話・討論を積み重ねながら学びの
対象に迫ってくいことを、事実上させないで終わっ
てしまう。そのようにして身につけたはずの「学力」
は、これまでも多くの方々が指摘してきたように、

「剥落する学力」になってしまう可能性が大である。
意味もよくわからないことを、機械的に憶えたり暗
記したりして一時的には記憶されても、忘れてしま
うことが多い。

2．公式を使わず円の面積を求める
　そもそも算数・数学などの公式が最初からあった
わけではない。したがって公式など使わずに、円の
面積をどうしたら出せるのかを、子どもたち（5年生）
に考えさせたことがある。半径4㎝の円を印刷した
プリントを渡すと、子どもたちは意欲的に考え始め
た。しかし1校時だけでは足りず、放課後も子ども
たちは興味を持って、どうすれば半径4㎝の円の面
積が出せるのか、自主的に友だちとも議論しながら
取り組んだのである。それでもまだ納得のいく方法
を見つけられない子どもたちは、家に帰ってからも
考えたのであった。何人かの子は、自分の考えを文
章や図に書いて、持ってきたのである。翌日の算数
の時間3）に、昨日の授業時間や放課後、あるいは家
で自分なりに考えたことを発表し合った。
　Kさんは、円を四等分（中心角を90度）して、そこ
に内接する正方形を書き、どう考えたかを「論文」
にまとめてきたのである。その正方形には直角二等
辺三角形が4つできるから、内接する正方形の面積は、
4㎝×4㎝÷2×4いうことだから、32㎠になるはずだ。
目で見ただけでも、円の面積との違いが明らかなこ
とから、「円の面積のだいたいは求められたけど、
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まだ円の面積の全部は求められていません」と記し
ている。そこでKさんは、ずばり面積が求められな
くてもいいのではないか。例えば数字で3.5ならば、
3より大きく、4より小さいと言い表すことができる。
円の面積の場合も、円より大きい正方形（円に外接
する正方形）の面積と、円より小さい正方形（円に内
接する正方形）の面積の中間と考えればいいのでは
ないか、ということに気づくのである。外接する正
方形は一辺が8㎝だから、面積は64㎠となる。だか
ら円の面積は、内接する円の面積32㎠と、いま述べ
た外接する円の面積64㎠をたして2で割った、およ
そ48㎠が円の面積になるはずだと述べている。
　そしてKさんは「論文」の最後に、次のように書
いている。
　「円の面積は、私の考えで発表すると、48平方セ
ンチメートルとなりました。この方法は、いちおう
予想ということだから、あまり、48平方センチメー
トルという答えに、自信はもてないけど、こんなふ
うに文章で、自分の考えが発表できてとてもうれし
いです。
　私は、円の面積の求め方の方法で、たったひとつ
の方法しか予想できなかったけど、ちゃんと自分が
考え、つきとめた答えが求められたし、答えがまち
がっていたとしても、こんな図や文章が書けたし、
本当によかったと思いました。けっこうこの文章、
図を書くのも楽しかったです！　おしまい」と。未
知の課題に挑んで、最初の考えから発展させ、自分
なりに円の面積に近づくことができた充実感と、深
く考えることの面白さを実感したことが、文章から
も伝わってくる。
　授業時間にAくんとKOくんは二人で考えあって、
Kさんと同じ方法で円の面積を求めることに気づい
たのである。うれしさのあまり二人はお互いに立ち
上がり、「おー、わかった！」と声を上げ、大喜び
していた。発表当日二人は、黒板の前で生き生きし
た表情で、自分たちの考えをみんなにわかりやすく
説明した。

3．微分・積分的な考え方で迫る子も
　Iさんも、最初面積を求めることになったとき、
自分はどのように考えたか。その考えがどんな理由
で変わってきたかがわかるように、論文にまとめて

きた。
「私は最初、円の面積を求める方法を算数の授業の時、
3とおり考えていました。一つ目は、円の中に正方
形を書き、その正方形の面積を求めるという方法で
す。でもこの方法だと、いくら答えがおおよそでも
いいと言っても、およそ過ぎるので、私は無理だと
思いました。
　二つ目は、円の中に三角形を書くという方法です。
この場合の三角形というのは、ただ三角形を書くと
いうことではなく、円の半分の方、二分の一の所に
はまるだけの大きな三角形を書き、三角形の面積を
求めるという方法です。でも、あとから考えてみた
ら、その大きな三角形というのは、この前の文章に
書いた、四角形の半分の三角形なんです。今まで私
たちが習ってきた三角形の面積の出し方は、底辺×
高さ÷2です。割る2をしなければ、前の文章に書い
た、四角形と同じになってしまいます。そのため、
この三角形の面積を求めて、円の面積を求めるとい
う方法は、意味がないのでやめることにしました」
　Iさんはいろいろ考えた末、最終的にとった方法は、
円に内接する正多角形から面積を求めていく方法で
した。
　多角形の頂点と円の中心を直線で結ぶと二等辺三
角形ができる。たとえば正十角形ならば、ひとつあ
たりの三角形の面積を求め、10倍すればよいことに
なる。Iさんは実際に、半径4㎝の円を書き、そこに
正十二角形を書いてやってみようとする。ところが
正十二角形だと、円との隙間がまだかなりある。お
よそと言っても、実際の円の面積とは、差がありす
ぎると感じたのである。そこで今度は、半径4㎝の
円に内接する正三十角形の面積を求めてみることに
した。中心角は360度わる30で、12度になることが
わかる。二等辺三角形の底辺は、円周の長さを出
し、それ30で割ったものを使ったということだ。高
さは二等辺三角形の頂点から底辺に垂線を引き、そ
れをもの差しで測って出したという。そうして計算
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してみると、ひとつの二等辺三角形の面積は、約
1.255㎠になり、したがって正三十角形の面積は、
約37.65㎠となると述べている。
　Iさんはそこで終わらず、今度は正四十角形で、
同じように面積を算出してみるのである。すると、
円と内接する正多角形との隙間が少なくなるにした
がって、予想どおりわずかずつ、正多角形の面積が
円の面積に近づいてくいことがわかるのである。
　Iさんはますます興味が湧いてくる。正百角形な
らばほとんど円になるはずだと考え、正百角形に
ついても計算してみるのである。中心角は360度割
る100で3.6度になる。底辺の長さは、円周の長さを
100で割って0.25㎝とわかる。二等辺三角形の高さは、
半径と同じ4㎝として計算する。
　このようにIさんがみんなの前で説明したとき、
質問が出された。「確かに二等辺三角形の二辺の
長さは、4㎝だけど、高さは4㎝にならないのでは
……」。するとIさんは「でもこの正百角形のように、
ひとつあたりの三角形がだんだん細くなっていくと、
だんだん高さも4センチに近づいていきます。前、
円とは何かを考えた時、半径4センチの円なら4セン
チの直線が一点に無数に集まったものが円と考える
ことができるから、この4センチと考えていいんじゃ
ないですか・・・・」と答えると、子どもたちから
は自然に「おうー」という歓声が上がり、拍手が起こっ
たのである。拍手には「なるほど」「さすが」という
思いが込められていたのである。
　Iさんが正百角形をもとに算出した円の面積は、
約50㎠だった。いわゆる公式、半径×半径×3.14を
使って出した50.24㎠とは、ほんのわずかの差であ
ることが解ったのである。微分・積分的な考え方で
迫っていけば、未知の面積もほぼ求めることができ
ることを見つけたことは、重要なことだ。
　IKさん、Mくん、IUさんたちは、中心角にそっ
て切り離した（IKさんはピザを切るようにと表現し
ている）、それぞれのおうぎ形を並べ変え、長方形
に近い形にして面積を求めるという方法で考えた。
　発表当日、IUさんが黒板に図を書いて説明して
いくと、「そのように並べていくと、これは平行四
辺形じゃないですか。もしそうなら、平方四辺形の
辺の長さは4センチだけど、高さはちがうのではな
いですか」と質問が出されたのである。その質問が
もとで、またみんなで考え合う。そして子どもたちは、

「ひとつひとつのおうぎ形をさらに半分ぐらいに切り、
並べると、だいたい長方形になる」ことを見つけて
いったのである。
　Mくんや何人かの子どもたちは、円の四分の一
の面積を方眼紙を使って出していった。授業で円の
面積の式を見つけ出すときにも、この方法で行った。
計算を簡単にするために、半径10㎝の円を使って、
面積を求めた。円の面積は、半径×半径×3.14で出
せることを見つけていった。このことを通して、子
どもたちは《半径×半径》は、半径を一辺とする《正
方形の面積》を示していること、長さと長さをかけ
ると面積（広さ）になることも発見できたのである。

4．円の面積は「鉄砲ズドーン」
　単なる暗記だけでは、時間が経つと円の面積って
半径×2×3.14だったかな？それとも直径×2×3.14
だったかな？　というように迷う子たちがいる。半
径×半径は何を意味するのか？　長さと長さをかけ
れば何になるか？　などまったく理解されていない
のである。半径の長さと長さをかけるということは、
正方形の面積になるなどという認識はまったくない
のである。3.14というのは、円周率であるが、いま
半径4㎝の円の面積であれば、半径×半径というこ
とは、一辺が4㎝の正方形を意味する。その正方形
一つでは、円の面積の方がはるかに大きい。その正
方形二つ分ではどうか？　円の面積の方が広いこと
は、すぐ解る。正方形3つ分ではどうか？　だんだ
ん円の面積に近くなってきているが、まだ円の面積
の方が大きいように感じられる。それじゃあー、正
方形4つ分ではどうか？図で考えれば、すぐ解るよ
うに、4つ分の正方形（一辺が8㎝の正方形）では、円
がすっぽり入ってしまう。したがって、半径4㎝の
円の面積は、一辺が4㎝メートルの正方形が3つ分よ
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り多く、4つ分より少ないということである。4㎝の
正方形の3.14倍の広さが、円の面積であるというこ
とである。
　子どもたちに図を見せて、「これ何に見える？」
と問いかけると、子どもたちからは、髪を乾かした
りするときに使う「ドライヤー」とか、「鉄砲」とい
う声が返ってくる。そこで「円の面積って聞いたら、

『鉄砲ズドーン』と覚えておくといいね。この図を
思い出すだけで、半径×半径×3.14という円の面積
を出す公式を、すぐ思い出すことができるはずです」
と話して授業を終えた。

Ⅲ．子どもたちは深い学びを求め
ている

1．「バット回し対決」4）に歓声
　どんな授業でも、最初に子どもたちがどんな質の
教材と、どんな出合い方をするかで、授業は大きく
変わっていく。古くから、授業における教材の導入
の仕方が、授業を大きく左右することから、その重
要性が強調されてきた。その段階で子どもたちが、
教材に興味を抱き、「どうしてそうなるのだろう？」
と不思議に感じたり、その理由を探りたくなれば、
しめたものである。なぜなら、《問い》が明確になっ
たときに、授業が深まるからである。
　授業の最初は、飛行機を例にすれば、陸離する時
である。おそらくパロットは、滑走路を飛行機が徐々
にスピードをあげ走り出し、離陸して安定飛行に移
るまでが一番神経を使うのだと思われる。離陸する
ときにエンジンのトラブルやさまざまな危険が起こ
りうるからである。授業でも同じようなことが言え
る。この段階で子どもたちの集中が自然に生まれれ
ば、授業が最後まで充実したものになる可能性が大
である。
　3校時は理科の授業であった。20分休み終了のチャ
イムがなったので、私は職員室から6本のバットを
持って3階の教室に向かって、階段を上り始めた。
校庭で遊んでいた子たちも、次々と校舎に入り、階
段を上ってくる。私のクラスの子どもたちは、「次
の理科の時間に何をやるの？」「野球をやらせてく
れるの？」……などと声をかけてくる。私は「そうよ、
君たち一生懸命勉強しているので、たまあには野球

でもやらせないとね」と冗談を言いながら、教室に
入った。バットを持っていったこともあり、かなり
の子どもたちは、ほんとうに野球をやらせてくれる
のではないかと思った子も少なくなかったようである。
　理科の時間に今日やることは、これですと言いな
がら、チョークでゆっくりゆっくり書き始めた。最
初に斜めの線（/）を書いた。この段階で、ニヤニヤ
している子がいるのである。もう予想ができている
のだ。さらに線を付け加え（ハ）と書くと「やっぱし」
というような表情をしている。まだ何か想像できな
い子ももちろんいたが、7、8人の子たちは、私が絶
対に（バ）と書くにちがいないと確信しているようで
あった。みんなが集中して固唾を飲みながら黒板に
集中している。（バット）と書き、それに引き続き、

（回し対決）と書くと、教室に歓声が上がった。
　「てこと輪軸」などではなく、授業タイトルを「バッ
ト回し対決」としたことで、楽しそうだと感じたの
だろう。タイトルひとつでも、子どもたちの興味を
ぐーんと高めることができるのだと実感した。
　対決戦の結果を書く欄を黒板に書き、いよいよ対
決戦の開始。そこで、バット回し対決の仕方を最初
に確認した。「バットの両端を両手でしっかり握り
ます。どっちが太い方を握るか、どっちが細い方を
握るかは、私の方で決めさせてもらいます。細い方
を握った人が、左回しにするか、右回しにするか、
自分の回しやすい方を決めます。太い方を持った人
は、細い方を持った人とは反対の方向に回します。
二人ずつ出てきてやってもらいます」というと、何
人もの子が「やりたい」と言って手を上げた。
　「それじゃあー、OくんとBくんが出てきて、回
してください」私がプロボクシングやプロレスのよ
うに、対戦者を、赤コーナーOくん、青コーナーB
くんと紹介すると、「頑張れ」という声が上がり、
一段と雰囲気が盛り上がる。「Oくんはバットの細
い方を握り、Bくんはバットの太い方を握ること。
Oくんはどっちに回したい？」と聞いてみると「右
の方」というので、Bくんには左に回してもらうこ
とにした。「よーい、始め」と言うと、二人は必死
で回そうとする。しかしスポーツも大好きで体もがっ
ちりしているOくんが必死でこらえて、引き分けに
持ち込んだ。
　実際にバット回し対決を見ているうちに面白く
なってきたのか、男子だけでなく、女子も何人も手
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を上げだした。それは私が望むところであったので、
2回目からは男女対決にした。子どもたちは、ます
ます興味が湧く。後ろの席の子どもたちは、よく見
えるように、机の上に立って見ているのである。も
ちろん私は、バットの太い方を女の子に握らせ、細
い方を男の子に握るように指示し、さっきと同じよ
うに行う。男女対決とあって、さっきよりも応援も
盛り上がる。「よーい、はじめ」と、必死でお互い
に回し始めるが、女子が勝つのである。その次も、
またその次も女子が勝ち続けたのである。10回戦行っ
た「バット回し対決」は、最初の男子対男子の引き
分けを除き、すべて女の子が圧勝したのであった。
　「いまこの対決戦結果の表を見て、わかることは
どんなことですか？」と聞いてみると、子どもたち
からはすぐに「細い方より、太い方を回した方が勝っ
ている」「太い方が有利」だという意見が返ってきた。
当然体力があり、おそらく勝つだろうと思っていた
男の子たちも、次々負けてしまったので、子どもた
ちは驚いたのである。それはなぜなのか、理由を解
き明かしたくなったのである。太い方が勝っている
のであるから、太いとか細いとかいうあたりに、何
か理由があるのだろうと感じとったに違いない。そ
れはなぜなのかは、まだまったくわからないのであ
る。「バット回し対決」を実際に行うことで、子ど
もたちが解き明かしたい《未知》の課題がどの子にも
意識されたのである。《問い》が鮮明になることで、
深い学びが可能になる。

2．�バットの中に《てこ実験器》が秘めら
れているなんて

　そこで私が「どうして、太い方が有利なんだろう」
と問いかけました。そして細い方のバッドの断面図

（小さめの円）と太い方のバットの断面図（大きめの円）

を書き、バットを目の前にまっすぐおき、望遠鏡で
も覗くような感じにしてみる。「バットをこう見たら、
2つの断面（大きめな円と小さめな円）が重なってい
るはずだよね」と話した。すると、「太い方が強いのは、

（中心からの）距離が長いからだと思います」という
発言が出される。私がすかさず、「すごいいいこと
見つけたじゃない」とコメントした。すると続いて「先
生、てこ実験器と同じじゃないですか」という鋭い
意見が出される。もちろん、この授業の前に何時間
か、てこ実験器を使い、トルクについて考え実験し
ていたものの、この段階でバットの中に《てこ実験
器》をイメージすることができたことには、私自身
も驚いた。「あなたもすごいね。ここが《てこ実験器》」
と同じわけだね。それじゃ、ここを今切ってみるこ
とにするよ。この部分を取り出して書くと、……こ
うなるでしょ。これ何になった？」と聞いてみると、

「てこ」「てこ実験器」という声が返ってくる。「そう
だね。バット回しの場合も、てこ実験器と同じよう
に考えればいいということだね。いま仮に左右それ
ぞれのてこ実験器に10㎏力の力が加わったとしても、
太い方のトルク（モーメント）が大きいから、左側に
回ってしまう。結局バットの太い方を握った方が有
利だということがわかります。なぜ有利か、その理
由を発見したところがさすがです」と話す。この後、
各班に1本ずつバットを渡し、班毎にバット回し対
決を行った。子どもたちは、なんとか勝とうとして
必死に回そうとする。でも結果はほとんど太い方が
勝つ。バット回し対決ひとつにも、自然の法則が貫
かれていること、ただ全力で回そうとしても勝てる
ものではないことを、子どもたちは実感したのである。

3．謎が解き明かされるのが感動

　どの子も、あのバッドの中にてこ（トルク）の原理
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が隠されていることに、驚いたのである。授業の感
想文には、次のように記されていた。

●「金曜日に理科でバット回しをしました。ぼくも、
2、3回目にやりました。ぼくは太い方を持ってやり
ました。そしたら、ひねる（回す）ことができました。
その時は、気持ちよかったです。そして、あんなバッ
トにも、てこがかくされていたなんて、すごくびっ
くりしました」
●「バットがてこ実験器のようになっていて、バッ
トの持つところは、支点からのきょりが短くなるの
で、同じくらいの力なら、太い方がゆうりになりま
す。…（中略）…バットを回すのがとても楽しかった
です。楽しいバット回し対決のあとで、どうして太
い方が勝ったのかわかっておもしろかったです。ま
たやりたいです。てこが使われている道具は、とて
も身近にあるんだなあと思いました。ほかにどんな
ものがあるか、調べてみたいです」

　あれだけ盛り上がったバット回し対決は、どの子
も楽しむことができた。ある意味ではそれ以上に、
太い方がなぜ有利なのか、その理由が解き明かされ
たことが感動だったのである。科学の面白さが実感
できたのである。この質の感動と喜びを、どの教科
でもだいじにしていきたい。
　「少しの力で大きなトルク（力）を生み出す道具を、
人間は作ってきました。さてどんな道具があるだろ
う？」と問いかけると、子どもたちから、「くぎ抜き」

「びんのの栓をとる栓抜き」「ドライバー」「はさみ」「水
道の蛇口の回すところ」「ガスをつけるときに回す
ところ」「自転車のペダルのところ」……などたくさ
ん出される。
　するとひとりの子が、黒板の上の方に設置されて
いるスピーカーを止めてあるネジをめざとく見つけ、
ドライバーでネジを取り外してほしいというのであ
る。そこで教卓に私が上がって、持つところが太い
ドライバーを使い左に回すと、固く閉められていた
ネジが簡単に緩み、瞬く間に外すことができた。子
どもたちから、「オー」という驚きの声が上がる。
ドライバーを握り回すところが、ネジと接する鉄の
部分とはまるで違って、太くなっているからだと実
感できるのだ。バット回し対決で掴んだ、あの《て
こ実験器》のイメージから、トルクの原理がここで

も使われていることを子どもたちは確信する。
　理科の実験準備室に行ってみたら、購入してから
今まで、何年間も使っていない１ｍ四方くらいの鉄
と銅の鉄板があったのである。それを教室に持って
きて、子どもたちの前で金切ばさみで、自由にすい
すい曲線をイメージして切っていった。紙なら別で
すが、金属をこれほどまでに簡単に切ることができ
る金切りバサミのすごさに、子どもたちは目を見張
る。子どもたちは、紙や布などを切るはさみと違って、
刃の部分よりも握り手の部分がとても長いことにも
すぐ気づく。ここでも子どもたちは、《てこ実験器》
を頭の中にイメージするのである。てこ実験器の支
点が金切りバサミの支点の重ねてイメージし、右側
を長い取手の長さとすれば、てこ実験器の支点から
の短い刃の部分が左側となる。2本の右の方の取手
を強く握る（力を加えると）と、左側の刃の部分に強
い力が加わることで、鉄板が切断されることになる。
鉄板を切ってしまうのだから、刃は丈夫でよく切れ
るようになっているのだろうと、子どもたちも容易
に想像できるのである。

4．釘はなぜ簡単に抜けてしまうのか
　前回の時間に、トルクを大きくするための道具の
ひとつとして、バール（釘抜き）があがっていた。そ
こでこの日は、バールと金づちと、かなり太く長い
釘、それに垂木（たるき）の切れはしを用意した。私
が子どもたちの前で、その垂木に太い釘を力を入れ
て金づちで打ちつける。私がその釘を手で必死で引っ
張っても、まったくびくともしない。バールを使っ
てやってみると、たちまち抜けてしまうのである。
そこで、その理由をみんなで解き明かすことにした。

「手では抜けない釘が、バールを使うと、どうして
こうも簡単に抜けるのだろう？」

「これも、てこ実験器と同じだと思います」
「バールの場合、支点はどこですか」
「そこの曲がったところ」
「あなたちょっと前に出てきて、支点はどこか教え
てください」

「ここが支点だね」
「いまバールのこの長さが24㎝ということは、てこ
実験器のどっちが24㎝と考えればいいですか？」

「右側」
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「こっのち方が、この支点から24㎝ということね。
いま仮に、バールを10㎏分の力で引っ張ったとする
と、ここに何㎏の重さをつるすことと同じですか？」

「10㎏」
「そうですね。それじゃ左の方は、支点から何㎝の
ところに重りをつるすことと同じになりますか？」

「いまこの重さがわからないから……」
「□にする」
「Xにする」
「算数の文字と式で学習したようにXを使えばいい
のですね」

「右側のトルク（モーメント）は、支点からの距離×
力の大きさだから、式はどうなりますか？（トルク
の単位《kg力・㎝》を省略して）」

「24×10」
「右側のトルクは240ということですね」
「左側は……」
「3×X」
「すると式は？」
「3×X＝24×10」
「3×X＝240」
「Xを出すには……？」
「240を3で割ればいい」
「80」
「バールで10㎏分の力でここをぐいと引くと、釘の
ところ（バールの先）には80㎏の力が加わるというこ
とだね。10㎏力から80㎏力になったということは、
何倍ですか？」

「8倍」
「ここに力を加えた分の8倍の力が、ここに加わるこ
とになるから、手で引っ張ってもびくともしなかっ
た釘が、いとも簡単に抜けるということですね」
　その後、垂木の切れはしと金づちと太く長い釘と
バールを各班ごとに渡し、打ちつけた釘をバールで

抜いてもらった。子どもたちは、そのバールの偉力
に驚いていた。私のところに来て、バールというも
のは、いつ頃に発明されたのか知りたいと質問にく
る子たちがいるほどだった。
　これまでも、バールを見かけたことのある子は少
なくないはずである。トルクの原理が、これほどう
まく使われているなどということは、考えてもいな
かったことなのだ。学ぶことで、道具に対する見方
がぐーんと深まるのである。

5．これもトルクの原理によるものか
　トルクの原理を学んでとても感動して、かなり長
い感想を書いている子がいた。簡単に要点だけを紹
介させてもらうことにする。

　トルクは計算で出せておもしろかった。物理は、
もっとごちゃごちゃしているものだと思っていたら、
私にもよくわかりおもしろかった。家に帰ってさが
してみたら、赤ちゃんのおもちゃまで、てこを利用
したものがあった。てこという技術がなかったら、
なにをやるにも力をいれないとできなくて、力のあ
る力士ぐらいしか住めないと思った。
　科学は、人々をしあわせにするためや、楽しむた
めに、使うものだなと思った。私も、人々を幸せに
する発明発見をしてみたいと思った。私は、前より
も理科が好きになった。そして、過去にいろいろな
発明発見をして、人々を幸せにしている人たちに感
謝したい。

　このように、その子は書いている。
　授業で感動したり、驚いたことがあると、教師が
家で調べてくるようになど全く言わなくても、興味
を持って自然に探求し出すのである。赤ちゃんのお
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もちゃにまで、トルクの原理が使われていることに
驚くのである。学ぶことで、人間の生活が見えてく
る。科学の面白さを、子どもたちは実感するのである。

　子どもたちは、深く学ぶことで、これまで疑問に
思っていたことが解けていくことが、とてもとても
うれしいことなのである。
　放課後、Yくんは私のところに来て、「先生、ペッ
トボトルのふたが取れにくいとき、細いふたの方を
押さえて、ペットボトルの太い方を回してふたを取
るのも、トルクに関係ありますか」と質問するので
ある。「Yくん、賢いね。もちろんそれもトルクと
大いに関係あります」と話すと、うれしそうな表情
をして帰っていった。
　次の日の朝、私が教室で仕事をしていると、Kく
んが「おはようございます」と入ってきて、「ぼくは、
野球チームに入っています。それでいつも不思議に
思っていたことだけど、同じバットなのに、持つと
ころによって、重さがちがったかのように感じられ
ます。これもトルクに関係があるのですか」と質問
してきたのである。「Kくんもさすがだね。今まで
ずうっと疑問に思っていたことを、今回学んだこと
とつなげて考えたところが素晴らしい」。「こうバッ
トの真ん中あたりを持つと、そんなに重く感じられ
ないのに、バットの細い方を持つとトルクの原理で、
太い方に回るように力が働くから、とても重く感じ
られるね」と、話してあげた。自分が考えたことは、
間違いでなかったんだという気持ちに、Kくんはなっ
たようだった。
　トルクの原理という本質的なことを学ぶことによっ
て、子どもたちの探究心が高まり、自分の周りに存
在しているさまざまな事物に思考は及ぶのである。
高い塔に上れば、その地域一帯の全体像が見えてく
るように、大事なことをほんのいくつかを深く学ぶ
だけで、その世界のことが見えてくるのである。そ
ういう意味では、現在の学習指導要領や教育課程が
根本的なところで、大きく変わっていかなくてはな
らないように感じられる。
　トルクの授業の最後に、トルクの原理がうまく使
われている道具を、鉛筆や色鉛筆を使って描くこと
にした。子もどたち家から持ってきた栓抜き、爪切
り、缶切り等と、学校にあったペンチ、スパナ、バー
ル、金きりバサミ、ドライバー等を並べ、そこから

描いてみたい道具をひとつ持っていって描きだした。
普段は本の世界に没頭しているEくんも、熱心に道
具と向き合い、鉛筆で見事な絵に仕上げた。道具に
対する認識が深まる中で、表現も違ってくることを
実感した。

6．印象深かったトルクの学習
　5年の2学期から3学期にかけて、1年間の学習や生
活のまとめとしての修了文に、かなりの子たちが

「バット回し対決」のことを書いていた。それだけ
強く印象に残ったからであろう。Yくんも、いろい
ろ書いた中の一部に、バット回し対決の授業のこと
を記している。長いので要点をまめて紹介したい。

●ある日、先生が教室にバットが入ったカゴを持っ
てきました。ぼくも野球をやるのかと思いました。
しかし、理科の時間だったので、何をやるのかと思っ
たら、先生が黒板にバット回し対決と書きました。
バット回し対決とは、なんだんだあと思いました。
バット回し対決とは、バットのおたがいがはじとは
じを握り、自分の方に回したら勝ちです。このバッ
ト回し対決のひみつは、テコ実験器でした。バット
を横に切ってみると、太い方が半径が長いので有利
でした。このひみつを見つけた誰かは、すごいと思
いました。最初はただの遊びかと思っていたけど、
このバット回し対決は、遊び＋実験なので、楽しく
できました。こういう実験なら楽しく、みんなもや
る気が出てすぐに覚えられるので、とてもいいと思
いました。こういう実験なら、どんなものでもいい
ので、たくさんやりたいです。
　この勉強でテコというものを知りました。テコと
いうものがなければ、日常の生活がとても不便になっ
てしまいます。だからテコは日常生活にかかせない
ものです。
　テコを発見した人は、とてもすごい人だと思いま
す。テコを発見した人は、どんな人かなあと思いま
す。やっぱり昔から理科やいろいろな勉強に、ねっ
しんで大好きだったのでしょうか。それとも昔は頭
があまりよくなく、大人になってから理科や科学に
めざめたのでしょうか。それがとても気になるので
調べてみたいです。その人がいなけりゃ、日常生活
がとても不便になり、なんでも力がなければ、でき
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なくなってしまうので、でること、きできないこと
がかたよってしまいます。まだテコが発見される前
に、ふつうにくらしていた人たちは、どんなに力も
ちだったのでしょうか。テコはいつごろに発見され
たのか知りたいです。どうやって発見したのでしょ
う。このテコというものを考えてみると、いくらで
も疑問や不思議がうかんできます。

　授業は総合的であってこそ、豊かなものになる。
どの教科であっても、他の教科と関連させて学べる
ようにすることが必要である。ある時期から「総合
的な学習の時間」が設定され、総合的視点が意識さ
れるようになった。しかし「総合的な学習の時間」
以外の教科は、必ずしも総合的視点で授業が構成さ
れているとは言えない状況にある。筆者自身は、各
教科の学習を、他の教科と関連させ学べるようにす
る総合的な視点で創ることが欠かせないと考えてい
る。もちろん、各教科だけでなく、教科の枠をこえ
た自然や社会、生活とのつながりをもっと重視して
いくべきである。人間がとてつもない長い期間をか
けて発見・蓄積してきたことが、日々の生活や生産
活動に、どれだけ役だっているかを具体的に知るこ
とは欠かせない。それがわかれば、なんのために科
学や文化、学問を学ばなくてはならないかが、自然
に子どもたちに理解されていく。

Ⅳ．豊かな授業を創るには何が必
要か

1．�よりよい教材を発掘し実践できるよ
うにすること

　授業を創る上で、教材がどれだけ重要かは、子ど
もたちと授業をされている教師にとっては、日々痛
感していることである。すぐれた教材であれば、子
どもたちの興味や関心がグーンと高まる。それだけ
に、子どもたちが生き生き自ら参加するような授業
にしていくためには、すぐれた教材を用意すること
が求められる。教科書の中の教材には、すぐれたも
のもない訳ではながいが、どうしてこんな教材が載っ
ているのか、もっとすぐれた教材があるのではない
かと思うものも少なくない。
　教育の専門家である教師が、そう感じた場合には、

よりいよ教材を選択できるようにすべきである。自
分で教材を発掘したり、教材を作成したりすること
が、自由に行えるようにすることである。ところが
現場では、そういうことが許されないような雰囲気
や状況がある。例えば2年生かけ算の学習とつひとっ
てみても、さまざまな授業の仕方が考えられる。か
け算の意味がわかり、文章題やかけ算九九までわか
るようにできるのであれば、必ずしも教科書や指導
書の通りにしなくても、構わないはずである。予定
されている時間数で授業ができ、教科書の問題など
も十分理解できるようになっていれば、教科書の指
導の仕方とは違っていても、なんら問題はない。と
ころが、教科書や指導書を離れると、問題にされる
ような状況が未だに続いている状況がある。授業の
ねらいや目的が外れいなければ、自由に創造的な実
践ができるようにしていくことである。こうしてこ
そ、教師の専門性も発揮され、子どもたちが目を輝
かせて学ぶような授業が可能になる。
　今回の新学習指導要領作成についての議論は、中
央教育審議会の教育課程企画特別部会で行われた。
その公開の議論を傍聴させていただいた。そのとき、
教科書や教材等について、ある県の教育長をされて
いる方から、重要な意見が出された。「本格的にア
クティブラーニングを行うのであれば、自分の地域
で採用された教科書だけでなく、教師がどこの出版
社の教科書でも参考にして授業を創るようにするこ
とができるようにすべきではないか。さまざまな情
報が容易に手に入る今日、教科書にそんなに拘る必
要もなくなってきているのではないか。教師がもっ
とさまざまな教材で授業できるようにしなければ、
アクティブラーニングはうまくいかなのではないか」
という発言があった。当日の教育課程特別部会には、
大学の教授をされている方も複数出席していたが、
それについての発言がまったくなく終わってしまっ
た。子どもや現場の実践と深く関わっている問題だ
けに、とても残念なことであった。
　教育の専門家である教師が、授業のねらいや目的
に応じて、すぐれた教材を自由に発掘・選択するこ
とができるようになることが求められる。
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2．�自由に語り合える学級をどう創って
いくか

　教師であれば誰もが、子どもたち生き生き発言し、
深く学び合えるような授業を創りたいと思っている
のにちがいない。しかし、そうはなかなかできない
悩みを抱えている教師が少なくないのである。授業
に向け、教師が教材研究をどんなにしたとしても、
ほとんど誰も発言しないような学級では、豊かな授
業は困難である。子どもに考えさせずに、ただ教え
てしまうような授業ではだめだと思っていても、誰
も発言しなければ、教えてしまわざるを得ないので
ある。どんな教科の学習にしろ、学びには、意味を
しっかり学ぶということが不可欠である。しかも教
師が一方的、説明的に教えたとしても深い学びには
つながらない。子どもたちが主体的に未知と関わる
ことによって、深い学びが可能になる。
　学びで重要なことは、未知から既知に至るプロセ
スである。そのためには、子どもたちが進んで対話
や討論に抵抗なく参加できるような、自由な雰囲気
が欠かせない。そのような教室の環境をつくらなけ
れば、いくら「主体的・対話的で深い学び」の必要
を強調されても、うまくはいかない。間違いを恐れ
ず、子どもたちが感じたこと考えたことを自由に発
言できる空間をつくることである。
　それにはまず教師の間違いに対する考え方や姿勢
が重要になる。昔と違って今は、間違ったからと言っ
て、「こんなこともわからないの？」というように、
子どもの心を傷つけたり、まして頭をコツンとたた
いたり、立たせて授業を受けさせるようなことは、
ほとんどなくなってきている。人権上からも当然の
ことである。しかし多くの教師は、間違いに対して「寛
容」ではあるが、授業における間違いのとてつもな
い重要な役割については、必ずしも認識されている
とは言えない。「人間、誰だって間違いをすること
があるのよ。だから間違っても、馬鹿にしちゃいけ
ないよ」と言いながらも、できれば間違わないほう
がいいという立場の教師が少なくないのである。ひ
とりで閉じこもっていては、間違いの重要な役割は
発揮されることはないが、集団の中での間違いは、
物事の本質を深く捉える上でなくてはならないもの
である。そのような「間違い観」を教師が持てるよ
うになるかどうかが問われている。

　もう一つは、筆者はこれまでも強調してきたよう
に、子どもの権利を対立概念として捉えることであ
る。教師は発言することが重要だとすれば、すべて
の子をすぐに発言させようとしがちである。教師の
中には、子どもたちの発言回数を表にして、昨日は
何回、今日は何回発言したかを記入するような取り
組みをするようなことも見られる。だが、いま発言
したくない子、発言することにまだ抵抗のある子に
とっては、苦痛なことである。発言する権利を大事
にするのであれば、発言しない権利も同等に尊重さ
れなければならない。書く権利を大事にするのであ
れば、それと同等に書かない権利も同等に認められ
なくてはならない。権利を対立概念として把握する
ことで、どんな子も安心して学び・過ごせる空間・
教室を生み出すことができる。このような考え方で
実践することで、今までまったく発言なかった子が、
みんなの前で生き生き発言するようになったり、文
章をほとんど書かなかった子が、どんどん書き出す
という姿を、何度も見てきた。人間的な自由をほん
とうに保障することで、子どもたちは成長・発達を
遂げていく。その姿は感動的である。筆者が20年程
前に気づいた《子どもの権利を対立概念としてとら
えなくてはならない》という、このユニークな発想は、
まだほとんどの研究者にも教師にも認識されていな
い。実際にこの発想で実践してみれば、その偉力に
驚くにちがいない。
　このようなことから、私はずうっと以前から、自
ら手を上げない限り指名しないということで取り組
むようになった。子どもたちは突然当てられ、発言
を強いられることもなくなり、じっくり考えること
ができるようになるのである。深い学びが可能にな
る。このことは小学生だけに当てはまることではな
い。このような対応で、今まで発言することに抵抗
のあった学生が、意欲的に発言し出すということは、
しばしば見られることである。
　学校教育が人間的自由を拡大するなかで、子ども
たちの成長・発達を保障していくことができるので
ある。

Ⅴ．おわりに
　私が現場で実際に授業した例をあげながら、子ど
もたちが生き生き学び、学ぶ楽しさと喜びを実感で
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きるような授業をどうしたら創ることができるのか
を考えてきた。そのためには、教師が、自由に教材
を発掘・選択することができるようにすることである。
もう一つは、子どもたちが安心して授業に参加でき
るように、間違い失敗などを保障し、人間的な自由
に満ちた教室・学校にしていくことである。
　教師の専門性が保障されてこそ、子どもたちが目
を輝かせ、生き生き学ぶ授業が可能になる。教師の
仕事にとって不可欠な教材研究の時間が、十分確保
できるように、労働条件を即刻改善できるようにす
ることである。
　新型コロナウイルス感染防止とも関わって、学級
規模を今の40学級（1年は30人学級）から、25人から
30人に規模にしていくことが必要だと思われる。
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